
令和４年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込第三小学校 

１ 昨年度の取り組みにおける成果と課題 

 

 

２ 課題を踏まえて次の取り組みを行います 

１ 年 ・ ２ 年 ３ 年 ・ ４ 年 ５ 年 ・ ６ 年 

・クラッピングや動作をつけな 

がらリズム譜を見て演奏した

り階名唱したりする技能が定

着するように指導の充実を図

る。 

・感染症対策を優先しながら、

自然で無理のない声で歌う

技能が身に付くようにする。 

・感染症対策を優先しながら、

鍵盤ハーモニカの息の使い

方やタンギングを定着させ

る。 

・聴き取ったこと、感じ取った 

ことが深まるようなワーク

シートを工夫したりICTを活

用したりする。 

・感染症対策を優先しながら、響

きのある歌い方で歌う技能や

音色に気を付けて楽器を演奏

する基本的な奏法が身に付く

ような教材開発と指導の充実

を図る。  

・ICT を活用して聴き取ったこ 

と、感じたことを共有し、考え

を広げたり深めたりしていく。 

・ICT を活用し音楽の仕組みを用

いて音楽をつくる技能の定着

を図る。 

・曲想にふさわしい歌声に気付

かせ、言葉が伝わるように発

音に重点を置いて指導の充

実を図る。 

・器楽の学習において、実態に 

応じた教材選択、感染症対策

を優先した楽器選択、編曲を

行い、音を合わせる技能が向

上するように指導の充実を

図る。 

・昨年度も取り組んだが、まだ

定着していないので、引き続

きICTを活用し表現のよさや

面白さをについて交流し、表

現を深めたり、考えを広げた

りしていく。 

 

 

 

成    果 課    題 

・感染症対策をしながらもリズ

ム感覚を重視した学習をした

ことで、リズムアンサンブル

などの音楽づくりの学習意欲

が高まった。 

・オンライン音楽朝会で取り組

んでいる、ボディーパーカッ

ションやクラッピングの演奏

技能が向上した。 

・ICT を活用して振り返りをし、 

課題の共有を図れた。 

・感染症対策を優先しながら、マスクを付けながらも発声、発

音に気を付け、響きのある歌声を目指していく。 

・感染症対策を優先しながら、リコーダー、鍵盤ハーモニカの

タンギングや運指などの基礎的、基本的な演奏技能の定着を

図る。 

・感染症対策を優先しながら、ICT を含めた対話的活動を取り

入れ、表現や鑑賞の活動を深めていく。 

・ICT を活用しての振り返りを定着させていく。音楽づくりで

ICT の活用を図り、学びを深めていく。 



令和４年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込第三小学校 

１ 昨年度の取り組みにおける成果と課題 

 

 

２ 課題を踏まえて次の取り組みを行います 

 

 

 

 

 

成     果 課     題 

・ICT を活用し、鑑賞活動が充実した。 

・友達同士で作品を見合う時間を十分に

確保したため、互いのよさや個性など

に気付き、認め合うことができた。 

・学年の発達段階に応じて用具の基本的

な使い方を徹底指導したことで、安全

に活動でき、表現活動への興味・関心

も高まった。 

・自分の発想や表現に自信をもつ児童が増えている

が、さらに認め合う活動を工夫して、自分の作品

に愛着をもてるようにする。 

・形や色などの造形的な特徴を基に、自分のイメー

ジをもたせる。 

・完成までの見通しをもたせて、時間を意識しなが

ら計画的な作品づくりができるようにする。 

・材料や用具を活用し、学んだことを生かしながら

課題のテーマに向き合って作品づくりができるよ

うにする。 

１ 年 ・ ２ 年 ３ 年 ・ ４ 年 ５ 年 ・ ６ 年 

・身近な材料を用いながら感

覚や気持ちを生かして活動

できる題材を通して学習意

欲を高める。 

・ICT を活用し、友達同士で 

作品を見合う時間を十分に

設け、いろいろな物の色や

形、工夫している点に興味

をもたせる。 

・カッターやはさみ、のり、絵 

の具など用具の基本的な使

い方を知り、用具を使うこ

とに慣れさせる。  

・生活が楽しく豊かになるも 

のを創造する活動を通して、

材料や用具に対する関心や

創作意欲の向上を図る。 

・絵の具、のこぎり、金づち 

などの用具の使い方の指導

を徹底し、適切に扱って表

すことを通して技能や表現

力の向上を図る。 

・ICT を活用した鑑賞活動を取

り入れ、身近にある作品の

よさや面白さなどを味わ

い、自分の見方や考え方を

広げさせる。 

 

・作品を見合う活動で ICT を

活用し、作品を見せること

への抵抗感を減らしたり、

意見交換を通じて互いのよ

さや個性などに気付かせた

りさせる。 

・形や色などにかかわる表現

や鑑賞を通して、造形的な

特徴への理解を深めさせ

る。 

・活動のめあてや学習の過程 

を明記したワークシートを

使うことで、活動に見通し

をもたせる。 



令和４年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込第三小学校 

１ 昨年度の取り組みにおける成果と課題 

 

２ 課題を踏まえて次の取り組みを行います 

５     年 ６    年 

・基礎的な裁縫道具の扱い方について、個別に指導 

できるようにするとともに、友達同士でも教え合

いができるような場を設定する。 

・技能面では、スモールステップで取り組ませる。 

そこで自身の課題を理解し、解決に向けて少しず

つ取り組ませる。 

・感染症対策を取りながら、学習を進められるよう 

にする。 

・家族の一員として、自分のできる家庭の 

仕事はないかをしっかり考えさせ、取り

組ませる。また、保護者会などを使って周

知させ、学校と家庭で連携をとりながら

長期休業日も継続できるようにする。 

・掃除や洗濯、買い物など食に関すること 

以外についても、家庭で取り組みやすい

課題を保護者と一緒に考え、与えていく。 

・感染症対策を取りながら、学習を進めら 

れるようにする。 

 

 

 

 

 

成    果 課    題 

５    年 ６    年 ５   年 ６   年 

・裁縫道具の基礎的な使 

い方を繰り返し取り組

んだ結果、基本的な手

縫い（なみ縫いなど）の

技能を身に付けること

ができた。 

・道具の扱い方に気を付 

け、安全に裁縫に取り

組むことができた。 

・動画やタブレット端末 

の活用により、裁縫の

仕方などをしっかり理

解することができた。

各家庭でも活用できて

いた。 

・複数の題材において、長

期休業日などを上手

に活用しながら繰り

返し取り組むことに

よって、知識や技能の

定着を図ることがで

きた。 

・動画やタブレット端末 

の活用により、裁縫の

仕方などをしっかり理

解することができた。

各家庭でも活用できて

いた。 

・生活経験の乏し

さから、自信が

もてず積極的に

取り組めない児

童がいた。 

・新型コロナウイ 

ルス感染症の影

響で実施できな

い単元があり、児

童の意欲が高ま

らなかった。ま

た、外部の手伝い

を呼ぶことがで

きなかった。（裁

縫の手伝いなど） 

・学んだ知識や技術

を定着させるた

めに、生活に生か

す機会を設ける。 

・生活経験の乏しさ

から、積極的に取

り組めない児童

がいた。 

・感染症対策のため

に学校では実施

できない単元を

家庭と連携して

進める。 

 



令和４年度 外国語活動・外国語科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込第三小学校 

１ 昨年度の取り組みにおける成果と課題 

 

２ 課題を踏まえて次の取り組みを行います 

１ 年 ・ ２ 年 ３ 年 ・ ４ 年 ５ 年 ・ ６ 年 

・引き続きタブレット端末を活用す 

るなど、学習に楽しく取り組める 

教材開発をする。また、単語だけ 

でなく、簡単な表現を楽しく発話 

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・引き続き、高学年を見据え

て、返答例を示すことによ

り、双方向のコミュニケーシ

ョンを促していく。また、簡 

単な語句や表現の練習をし

た後に、児童がすすんで友達

や先生とコミュニケーショ

ンを図れるよう、発話の必然

性がある場面を設定する。 

・中学年からリアクションに 

使う用語を用いたり、ジェ

スチャーをしたりするな

ど、全身を使って外国語の

リズムや音に慣れ親しむ機

会を設ける。 

・学習効果測定の結果を踏 

まえ、買い物や道案内の場 

面等の身近な状況を推測 

したり、身の回りのことに 

ついて簡単な語句や表現 

を用いて短文を書いたり 

する活動を意識して取り 

入れる。 

・引き続き、高学年が表現活 

動を行う際は、目的意識 

をもって身の回りのこと 

を紹介できるよう、動機 

を明確にさせ、意欲を高 

められるようにする。 

成    果 課    題 

・外国語活動・外国語科の授業は外国語専科 

と ALT の二人体制で授業を実施している。T・Tで授

業を行うことで学習活動の幅が広がり、児童の学習

意欲が高まった。 

・低学年は、歌や絵カードを活用して外国語 

に親しんだり、児童の実態に応じて ALT と楽しく発

話をしたりすることができた。 

・中学年は、ゲーム要素を取り入れた活動の 

中でコミュニケーションを図ることで、外国語の発

音や表現を楽しみながら慣れ親しむことができた。 

・高学年は、既習の語句や表現を用いて、自 

分のことや身の回りのことを紹介する活動を積み

重ねることができた。 

・６年生は学習効果測定を実施した。目標値 

と同程度、又は上回っていると考えられる 

児童の割合が８割を超えた。 

・昨年度に引き続き、中学年は、返答の仕

方が分からないなど、コミュニケーショ

ン活動への取り組みに二極化が見られ

た。そのため、簡単な語句や表現の習得に

依然として課題がある。 

・昨年度に引き続き、高学年は、表現活動 

へ取り組む意識に二極化が見られた。そ 

のため、児童一人一人が思いをもって活 

動することが依然として課題である。 

・高学年になると、リアクションやジェス 

チャーをしながら、英語を使ってコミュ 

ニケーションをとることに抵抗感をも

つ児童がいることが課題である。 

 

 



 


